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平成２９年度 ２月定例会会議録 

 

◎招集年月日  平成３０年２月１６日（金） 

◎開催日時  平成３０年２月２２日（木） 午後１時３０分～午後３時２０分 

◎場   所  伊那公民館 第４・第５研修室 

◎出 席 委 員  松田教育委員長、宮脇職務代理者、田畑教育委員、原田教育委員 

◎欠 席 委 員  なし 

◎出 席 職 員  北原教育長、吉田学校教育課長、小松生涯学習課長、捧文化振興課長、宮下

スポーツ振興課長、中村指導主事、唐木指導主事、山崎教育総務係長 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 委員のひと言 

 

     ・委員長職務代理者より、資料「小豆島木桶職人復活プロジェクト」に基づき発表 

     ・委員長から教育の本質、根源に連なるいい話で、伊那市の「暮らしのなかの食」

や内山節先生の著書「清浄なる精神」に書かれている「貨幣先行の社会がいっそ

う崩している」との指摘にも通じるものであると感じた。さらに、新しい木桶を

作るというところでは、先日の伊那小学校の公開学習研究会で見事な竹細工を作

っている学級のことを思い出したとの感想が述べられた。 

 

４ 会議事項 

   第１ 教育長報告 

 

・資料に基づき教育長報告 

・委員長から、２月３日の伊那小学校の公開学習研修会に先立って開催された伊那

中学校と竜西保育園の参観で、広島から来た先生が「私たちが広島からここに来

ているその意味を考えてほしい。」と言っておられ、大いなる期待の言葉だと思

う。沖縄からも６人みえたが、逆に沖縄で公開があった時に私たちは行くだろう

か、大事に受け止めたいとの感想が述べられた。 

・また、本日の中尾座での集会では、中学生が内藤とうがらしで作ったラー油を参

加者に配ってくれた。大勢のお年寄りがみえ、現在子どもが一人もいない中尾地

区内で「久しぶりに子どもの声を聞いた。子どもの声はいいね。」との声が聞け、

ありがたかったとの感想が述べられた。 

 

第２ 報告事項 

 

（１） 平成３０年度主要事業の概要について 

 

・資料に基づき学校教育課長説明 
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     ・委員長職務代理者から、新設される部活動指導員について質問があり、学校教育

課長より、先生が授業のほかに部活動指導で休日や平日時間外勤務をしている実

態から、国の補助制度として、外部の人材を委嘱して部活動指導するもので、運

動系、文科系の技術的な指導に当たってもらう。人材は、地域でそうした活動を

している人、現在補助的に指導に当たっている人、総合型地域スポーツクラブの

指導員に依頼していく。想定している指導内容は、１日２時間程度、週３日、年

間３５週で、報償費として１時間１，６００円を支払うとの説明があった。 

     ・委員長職務代理者から、学校とのすり合わせはどうなっているか質問があり、学

校教育課長より、各学校にどんな部に何人の指導員が必要か聞き取って予算計上

しているとの説明があった。 

     ・委員から、教員の超過勤務の削減のための予算だと思うが、学校現場では、先生

が一生懸命部活動指導をやっているほど、自己責任で指導に取り組むということ

になりがちになる。教師の労働時間を短縮するのであれば、顧問の先生の指導を

１時間早く切り上げて帰宅する日を設定し、残りの１時間は指導員に任せるよう

な仕組みづくりが必要ではないかとの発言があり、教育長より、指導員は市で任

命する非常勤職員の身分で、自覚を持ってやってもらうことで、大会の引率等も

でき、指摘のような活動に充てられればいい。顧問の教諭の校務を補っていくの

が、事業の当初の目的であり、できるだけうまく運用できるように学校と相談し

ていきたいとの説明があった。 

     ・委員から、スクールカウンセラーの増員はありがたい。いろいろなキャリアを持

つ人が資格取得しスクールカウンセラーを行っていると聞いたが、何名いるのか

質問があり、学校教育課長より、人数の資料がなくこの場で回答できないが、臨

床心理士、保健師、看護師の資格を持つ人に対応してもらっているとの説明があ

った。また、教育長より、拠点校方式をとっており、一人が１校でなく、複数校

持っている。県の配当時間の中でカウンセリングをやってもらっているが、不足

する分を市が上乗せして運用しているとの説明があった。 

     ・委員長から、給食運営に給食技師の嘱託職員化３名とあるが、１２月議会で市会

議員の「正規職員がいなくなり、嘱託、非常勤職員では責任が持てない。」との

一般質問に対し「子どもたちの給食を作るので、正規とか嘱託とかいう身分を超

えてやっていただかなければならない。そのために、嘱託、非常勤職員への研修

の実施・研修の充実を通じ責任を持った対応を図っていく。」との答弁をした。

説明責任を果たせるよう、研修の中身を明確にしてほしいとの要望があった。 

 

・資料に基づき生涯学習課長、文化振興課長説明 

     （質疑なし） 

 

・資料に基づきスポーツ振興課長説明 

     ・委員長から、総合型地域スポーツクラブの地域おこし協力隊活用事業はどんなも

のか質問があり、スポーツ振興課長より、総合型地域スポーツクラブにゼネラル

マネージャー、マネージャーがおり、活発に活動していただいているが、後継者

の育成が課題となっており、地域おこし協力隊制度を活用して、応募いただいた

方に、マネージャーの後継を担っていただくことを検討しており、全額国庫補助
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金の対象となるとの説明があった。 

 

（２） 春の高校伊那駅伝について 

 

・資料に基づきスポーツ振興課長説明 

     （質疑なし） 

 

（３） 共催・後援について 

 

・資料に基づき学校教育課長説明 

     （質疑なし） 

 

５ その他 

（１）３月の日程について 

（２) ４月以降の主な日程について 

・着任校長辞令交付、着任校長告辞 ４月２日（月）午前７時５０分 

・小中学校入学式    ４月 ４日（水）、５日（木）  

・校長会        ４月１９日（木） 午前９時００分 ※着任校長歓迎会は別日程 

・４月定例会        ４月２７日（金） 午後１時３０分 

  ・５月臨時会      ５月１７日（木） 午後４時３０分（予定）  

  ・５月定例会      ５月２９日（火） 午後３時００分 ※教育委員会歓送迎会あり 

  ・６月定例会      ６月２８日（木） 午後３時００分 

   

６ 閉  会 

 

 

 


